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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第３四半期
累計期間

第41期
第３四半期
累計期間

第40期

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
３月１日
至平成24年
11月30日

自平成23年
３月１日
至平成24年
２月29日

売上高（千円） 2,313,8741,900,6023,006,008

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
7,545 484 △106,680

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△57,737 △55,943△176,150

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 848,800 848,800 848,800

発行済株式総数（株） 1,518,0001,518,0001,518,000

純資産額（千円） 1,569,6801,395,3021,451,246

総資産額（千円） 14,295,74312,205,57413,835,095

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△38.96 △37.75 △118.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 11.0 11.4 10.5

　

回次
第40期
第３四半期
会計期間

第41期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
９月１日
至平成24年
11月30日

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）

△35.76 46.23

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、「連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移」に

ついては記載しておりません。 

２．売上高については、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失であるため記載しておりません。 

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社に

ついても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において新たに発生した事業等のリスクは、次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。　

　当社は、前事業年度に経常損失及び当期純損失を計上し、当第３四半期累計期間において四半期純損失を計上して

いる状況から、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しております。

　そこで当社としましては、当該事象を解消すべく主たる事業である賃貸・管理事業においてはテナントのリーシン

グ強化及び経費の削減を行い、また、開発・販売事業においては宅地販売のみならず建売販売への取り組みを行うこ

とにより、収益の向上を図ってまいります。

　以上のことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し「継続企業の前提に関する注

記」の記載には至りませんでした。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。 
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要を背景に緩やかな景気回復傾向にある

ものの、欧州の債務問題や中国の景気減速に伴う世界的な景気の下振れ懸念、さらには領土問題に端を発した近隣諸

国との関係悪化など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

不動産業界におきましては、景気の先行き懸念は依然として高いものの、各種住宅取得促進政策の効果もあり、不

動産取引は一定の回復傾向を見せております。

　このような状況のもと、当社は宅地開発・販売事業として宅地開発３物件24区画の販売・引渡し、ならびに賃貸・

管理事業として商業施設等11物件の事業活動をいたしました。　

  この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高1,900,602千円（前年同期比17.9％減）、営業利益136,825千円

（前年同期比19.0％減）、経常利益484千円（前年同期比93.6％減）、四半期純損失55,943千円（前年同期は57,737千

円の損失）となりました。

　

　セグメント別実績は、次のとおりとなります。

①　開発・販売事業

　開発・販売事業は、宮城県仙台市（１物件）、神奈川県横須賀市（１物件）及び愛知県名古屋市（１物件）、宅

地開発・販売を行い、合計24区画を引渡し、売上高は487,057千円（前年同期比33.8％減）となりました。また、セ

グメント利益は39,698千円（前年同期は10,657千円の損失）となりました。

②　賃貸・管理事業

　賃貸・管理事業は、北海道内（６物件）、神奈川県横浜市（１物件）及び石川県河北郡（１物件）の商業施設、

ならびに秋田県秋田市（１物件）、東京都豊島区（１物件）及び熊本県熊本市（１物件）の土地・建物賃貸な

ど、合計11物件の賃貸・管理を行い、売上高1,413,545千円（前年同期比10.4％減）、セグメント利益244,735千円

（前年同期比29.3％減）となりました。

　

(2）財政状態の状況

　当第３四半期会計期間末における総資産につきましては、前事業年度末に対し1,629,520千円減少の12,205,574千

円となりました。これは主に販売用不動産の減少389,339千円、有形固定資産の減少424,720千円、ならびに敷金及び

保証金の減少935,694千円によるものであります。

　負債合計は前事業年度末に対し1,573,577千円減少の10,810,271千円となりました。これは主に借入金の減少によ

るものであります。

　純資産合計は55,943千円減少の1,395,302千円となりました。これは利益剰余金の減少によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は、次のとおりであります。

　当社は、前事業年度に経常損失及び当期純損失を計上し、当第３四半期累計期間において四半期純損失を計上して

いる状況から、当該事象を解消すべく主たる事業である賃貸・管理事業においてはテナントのリーシング強化及び

経費の削減を行い、また、開発・販売事業においては宅地販売のみならず建売販売への取り組みを行うことにより、

収益の向上を図ってまいります。

　

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年１月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,518,000 1,518,000
名古屋証券取引所

（セントレックス）

単元株式数

100株

計 1,518,000 1,518,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

 平成24年９月１日～

 平成24年11月30日 
－　 1,518,000 －  848,800 － 4,800 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

　 平成24年11月30日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式  －  －  －

 議決権制限株式（自己株式等）  －  －  －

 議決権制限株式（その他）  －  －  －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　     36,000  －  －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　  1,481,800  14,818  －

 単元未満株式  普通株式　　　　　200  －  －

 発行済株式総数          1,518,000  －  －

 総株主の議決権  －  14,818  －

　

②【自己株式等】

　 平成24年11月30日現在

  所有者の氏名

  又は名称
  所有者の住所

  自己名義所有

  株式数（株）

  他人名義所有

  株式数（株）

  所有株式数の

  合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

株式会社エスポア
名古屋市千種区今池

１丁目５－10
36,000 － 36,000 2.37

 計  － 36,000 － 36,000 2.37

 　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成24年９月１日から平成24年

11月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年３月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、三優監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第３四半期会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 189,596 347,065

売掛金 201,092 114,033

販売用不動産 1,554,698 1,165,359

仕掛販売用不動産 485,635 482,953

その他 51,922 105,573

流動資産合計 2,482,945 2,214,984

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,534,224 3,416,890

土地 6,854,085 6,548,319

その他（純額） 7,268 5,646

有形固定資産合計 10,395,578 9,970,857

無形固定資産 1,984 1,736

投資その他の資産 954,587 17,996

固定資産合計 11,352,149 9,990,590

資産合計 13,835,095 12,205,574

負債の部

流動負債

工事未払金 100 1,413

短期借入金 1,675,000 1,323,000

1年内返済予定の長期借入金 551,847 342,549

1年内償還予定の社債 28,000 28,000

その他 214,437 177,795

流動負債合計 2,469,385 1,872,757

固定負債

社債 102,000 74,000

長期借入金 7,276,170 6,944,394

関係会社長期借入金 1,450,000 1,050,000

その他 1,086,293 869,119

固定負債合計 9,914,463 8,937,513

負債合計 12,383,849 10,810,271

純資産の部

株主資本

資本金 848,800 848,800

資本剰余金 4,800 4,800

利益剰余金 614,169 558,226

自己株式 △16,523 △16,523

株主資本合計 1,451,246 1,395,302

純資産合計 1,451,246 1,395,302

負債純資産合計 13,835,095 12,205,574
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年11月30日)

売上高 2,313,874 1,900,602

売上原価 1,870,245 1,582,091

売上総利益 443,628 318,510

販売費及び一般管理費 274,630 181,685

営業利益 168,998 136,825

営業外収益

消費税等還付加算金 1,378 －

買取債権取立益 1,800 －

受取保険金 － 9,547

その他 612 3,216

営業外収益合計 3,790 12,763

営業外費用

支払利息 147,880 138,180

その他 17,363 10,924

営業外費用合計 165,243 149,104

経常利益 7,545 484

特別利益

商標権売却益 － 49,200

資産除去債務履行差額 681 －

その他 2 149

特別利益合計 684 49,349

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,761 －

減損損失 － ※
 104,869

解約違約金 55,000 －

特別損失合計 58,761 104,869

税引前四半期純損失（△） △50,531 △55,036

法人税、住民税及び事業税 971 982

法人税等調整額 6,234 △74

法人税等合計 7,205 907

四半期純損失（△） △57,737 △55,943
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。  

    

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

　　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月4日）を適用しております。　

 

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

－

　

※当第３四半期累計期間において、次の資産について固定

資産減損損失を計上いたしました。

用途 場所　 種類　
減損損失

（千円）

　賃貸物件
熊本県

熊本市

土地   104,869

合計 　104,869

　当社は、個別物件単位でグルーピングを行っております。

上記資産については、賃貸事業目的で保有しておりました

が、早期に売却することを決定したため、帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、104,869千円を減損損失として特別

損失に計上しております。　

　当該資産の回収可能価額は、正味売却価額により測定し

ており、正味売却価額は売買契約金額を基礎に算定してお

ります。

　なお、当該資産は第３四半期累計期間において売却して

おります。　

　

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。　

　

　前第３四半期累計期間

（自　平成23年３月１日

　　至　平成23年11月30日）

　当第３四半期累計期間

（自　平成24年３月１日

　　至　平成24年11月30日）

　減価償却費 136,036千円 137,114千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日）

　　配当金支払額 

 決議 株式の種類
 配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

 基準日  効力発生日 配当の原資 　

 平成23年５月27日

　定時株主総会
 普通株式 14,820  10

 平成23年　

２月28日

 平成23年　

５月30日
 利益剰余金 　

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年11月30日）

　　該当事項はありません。

　　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成23年３月１日　至平成23年11月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

　 報告セグメント

調整額

（注）１

四半期損益計算

書計上額　　

（注）２
　 開発・販売事業 賃貸・管理事業 計

　売上高 　 　 　 　 　

　(1）外部顧客への売

上高
　736,258　1,577,616　2,313,874　　　－ 　2,313,874

　(2）セグメント間の

内部売上高又

は振替高

　　－ 　 　－  　　－ 　　　－ 　　 　－

計 　736,258　1,577,616　2,313,874　　　－ 　2,313,874

セグメント利益又は

損失（△）
　 △10,657 　 346,090 　335,432　△166,434　 168,998

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△166,434千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成24年３月１日　至平成24年11月30日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：千円）

　 報告セグメント

調整額

（注）１

四半期損益計算

書計上額　　

（注）２
　 開発・販売事業 賃貸・管理事業 計

　売上高 　 　 　 　 　

　(1）外部顧客への売

上高
　487,057　1,413,545　1,900,602　　　－ 　1,900,602

　(2）セグメント間の

内部売上高又

は振替高

　　　－ 　　 　－ 　 　　－ 　　　－ 　　 　－

計 　487,057　1,413,545　1,900,602　　　－ 　1,900,602

セグメント利益 　 39,698 　 244,735 　284,434△147,609　 136,825

（注）１．セグメント利益の調整額△147,609千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　　

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

　　１株当たり四半期純損失金額 38円96銭 37円75銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 57,737 55,943

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 57,737 55,943

普通株式の期中平均株式数（株） 1,482,039 1,481,960

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前事業年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額

であるため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。　

　

２【その他】

　 該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年１月11日

株式会社エスポア

取締役会　御中

三優監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 海藤　丈二　　印

 業務執行社員  公認会計士 八代　英明　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エスポア

（旧会社名　株式会社ゲオエステート）の平成24年3月1日から平成25年2月28日までの第41期事業年度の第3四半期会計期

間（平成24年9月1日から平成24年11月30日まで）及び第3四半期累計期間（平成24年3月1日から平成24年11月30日まで）

に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスポア（旧会社名　株式会社ゲオエステート）の平成24年11月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第3四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。 
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